
 

第４章 目指す食育推進の方向 

食をとりまく現状と課題を踏まえ、食育を推進するために県独自の基本理念を掲げるとともに、

３つの重点目標を定めます。この重点目標の達成に向け、３つの基本方針を設定して施策の展

開を図っていきます。 

１ 基本理念 

  
 

 

 

 

 元気な人づくりのために、全ての県民が、生涯を通じて心身ともに健康でいきいきと暮らし

ていくことを基本理念とし、第１次計画策定時からのスローガン「みんなで！楽しく！バランスよ

く！愛ある食卓元気なえひめ」を継承しつつ、食育の推進を図ることとします。 

２ 重点目標 

（１）食を大切にする心の育成（人間形成） 
 

食生活の多様化とともに、食べ残し等で食品ロスが発生するなど、食を大切にする意識の希

薄化が見られます。食への関心と理解を深め、 「もったいない」という精神で、食べ物を無駄

にせず、食品ロス削減等に取り組むことは、食育としても極めて大切です。食べ物や生産者を

はじめとする多くの関係者に感謝し、生きる力となる食を大切にする心を育成すること、すなわ

ち豊かな人間形成を図っていくことを目標とします。 

（２）心身の健康のための食生活の確立と実践（健康増進） 
 

社会経済情勢の変化に伴う生活スタイルの多様化や、食習慣の乱れなど、全ての年代にわ

たり食を中心とした生活習慣に起因して、心身の健康が損なわれる傾向が見られます。 

健康寿命の延伸の観点から、本県の健康課題である高血圧や生活習慣病の発症・重症化

の予防及び改善が重要です。 

県民一人一人が食に関する知識や食品の選び方等も含めた食の判断力を身につけるとと

もに、健全な食生活を継続して実践することができるよう、自然に健康になれる食環境づくりを

推進し、生涯にわたる健康の維持、増進を図っていくことを目標とします。 

（３）持続可能な県民運動による食育の推進（地域活性化） 
 

県民一人一人と、農林漁業者等や食品関連事業者等が、ＳＤＧｓを意識し、食料自給率・食

料自給力の維持、向上、食品の安全性の確保、健康増進等の視点から、互いに支え合う食体

験活動や地産地消運動などを通じて、信頼関係を構築し、地域活性化に貢献していくことを目

標とします。 
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３ 基本方針 

 食育を推進するため、次に揚げる３つの項目を基本方針として、施策の展開を図っていきます。 

（１）家庭・学校・地域等、それぞれの役割に応じた食育の推進 
 

未来を担う子どもの食育の推進は、健全な心身と豊かな人間性を育む基礎であり、子どもの

成長、発達に合わせた推進が大切です。子どもの食育の原点である家庭とともに、保育所・幼

稚園、学校(小学校・中学校・高等学校・大学等)などの各教育関係者がそれぞれの指針、計画

に基づき、食育を推進します。 

地域においては、県民一人一人が、食について考え、選択する力や実践する能力を身につ

け、生活習慣病の予防や健康増進に努めていくよう、行政や地域の関係者が連携した取組を

行います。 

また、家庭・学校・地域等、それぞれの役割の中で、子どもから成人、高齢者に至るま

で、各ライフステージの特徴と課題に的確に対応した切れ目のない食育を推進します。 

（２）環境と調和のとれた農林水産業と食文化に根ざした食育の推進 
 

ＳＤＧｓの達成に向けて、食を生み出す場としての農林水産業に関する理解を深める体験学

習の実施や地産地消の推進を通じて生産者と消費者との交流を促進し、食の大切さ、食に関

わる多くの人々への感謝の心、命の尊さを学ぶとともに、郷土への愛着や食文化の継承を推

進します。 

伝統ある食文化や地域の特性を生かした食生活の継承・発展、環境と調和のとれた食料の

生産及び消費等が図られるように十分配慮した食生活の推進に取り組みます。 

（３）県民運動としての新たな食育の推進 
 

「食育月間」（毎年６月）や「食育の日」（毎月 19 日）等を中心に、関係機関・団体等がそれぞ

れの立場で食育の推進に取り組んでいますが、今後更に、「新しい生活様式」により定着した

食生活やデジタル化に対応した取組を取り入れながら、関係機関・団体等が協働で県民運動

として食育を展開し、積極的に活動を推進します。 
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